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「
大
柳
生
の
宮
座
行
事
」守
る

夜
支
布
山
口
神
社
（
大
柳
生
町
）

莢莢

莢莢

夜
支
布
山
口
神
社
の
鳥
居
と
拝
殿
（
奥
）
‖
奈
良
市
大
柳
生
町
で

蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀

（
住
所
）
奈
良
市
大
柳
生
町
３
０
８
９

（
祭
神
）
素
盞
嗚
尊

（
交
通
）
近
鉄
奈
良
駅
か
ら
柳
生
行
き
奈

良
交
通
バ
ス
で
「
大
柳
生
」
下

車
。
徒
歩
約

分
。

（
拝
観
）
境
内
自
由

（
駐
車
場
）
あ
り

（
電
話
）
な
し

夜
支
布
山
口
神
社
は
奈
良

市
大
柳
生
町
の
氏
神
で
、

夜
支
布
を
｢
や
ぎ
ゅ
う
｣
と
読

む
資
料
も
あ
り
ま
す

創
建

は
不
明
で
す
が
｢
日
本
三
代

実
録
｣
に
よ
る
と

８
５
９

(
貞
観
元
)
年
に
朝
廷
か
ら
正

５
位
上
を
授
け
ら
れ
、
平
安

時
代
の
延
喜
式
神
名
帳
に

も
記
さ
れ
、
１
２
０
０
年
以

上
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

｢
大
柳
生
村
史
｣
に
よ
る

と

８
０
０
年
程
前

大
柳
生

地
区
の
三
つ
の
氏
神
（
山
口

神
社
、
立
磐
神
社
、
戸
隠

神
社
)
を
現
社
地
に
移
し
、

合
わ
せ
て
祭
っ
た
の
が
当
社

で
す
。
境
内
の
摂
社
・
立
磐

神
社
は
背
後
の
巨
石
を
ご
神

体
と
し
、
立
磐
神
社
の
本
殿

(
重
文
)
は
１
７
４
７
(
延
享

４
)
年
に
奈
良
市
の
春
日
大

社
の
旧
社
殿
(
第
４
殿
)
を
移

築
し
た
も
の
で

｢
春
日
移

し
｣
と
呼
ば
れ
ま
す
。

当
社
に
は
、
１
年
交
代
で

「
当
屋
」
と
呼
ば
れ
る
長
老

の
家
に
神
さ
ま
の
分
霊
を
迎

え
る
行
事
「
廻
り
明
神
」
が

伝
わ
り
、
「
大
柳
生
の
宮
座

行
事
」
と
し
て
２
０
１
７
年

に
県
無
形
民
俗
文
化
財
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。
当
屋
の
長

寿
を
祝
う
「
大
柳
生
の
太
鼓

踊
り
」
も
１
９
７
８
年
に
県

無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
。

若
者
が
造
花
の
飾
り
を
背
負

い
、
胸
に
つ
っ
た
太
鼓
を
た

た
い
て
勇
壮
に
踊
っ
て
い
ま

し
た
が
、

年
程
前
か
ら
踊

り
手
不
足
で
休
止
中
で
す
。

例
年

月
３
日
に
は
、
ご

神
体
の
黒
箱
等
を
次
の
当
屋

に
引
き
継
ぐ
「
当
渡
し
」
が

行
わ
れ
、
伝
統
行
事
が
大
切

に
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ

の
会
会
員

伊
藤
卓
也
）


